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Ａ．研究目的 

 全てのがん患者の網羅的データ集積を目指

すJNCDBではデータ入力に関して臨床現場の

負荷を減らすことが必須である。本研究では

乳癌・肺癌・前立腺癌・食道癌・子宮頸癌に

ついて多施設で利用可能なDBを開発し、臨床

現場での運用のノウハウを蓄積することが目

標である。 

Ｂ．研究方法 

 DB はがん研究助成金「放射線治療システム

の精度管理と臨床評価に関する研究」班にて

作成された訪問調査用DBを元にファイルメー

カーPro を用いて開発してきた。開発した DB

を使用し、実際の症例を登録してみることで

登録項目の取捨選択を行った。特に分担研究

者として乳癌のデータ入力に関して入力の効

率化を図るための補助機能を検討開発した。

また、明らかな誤入力に対して入力者に警告

する機能も開発した。開発した DB について、 

（倫理面への配慮） 

本研究では個人情報の保護が最も重要な課題

となる。各臓器の JNCDB については他データ

ベースとの連結に復号不可能な暗号化キーを

用いることにより、不必要な個人情報のやり

とりを行わない仕組みになっている。     

Ｃ．研究結果 

 乳癌に関してそれぞれDBの開発と検討・改

善を進めた。特に乳癌に関しては実診療の変

遷やトレンドに応じた入力項目の変更や追加

を行った。また、JNCDBとして必須項目と考え

られる項目、各施設での利用に有用であると

予想される項目を3段階に階層化し、改良を加

えた。その結果、必須項目のみの入力であれ

ば、１症例にたいして5分以内で入力可能とな

った。開発したデータベースフォーマットを

使用し、自施設にて乳癌症例の登録を開始し

た。実際の登録業務を行い、問題のないもの

であることを確認した。 

Ｄ． 考察 

 全国規模で網羅的に症例を集積するという

JNCDBの最終目標を考慮すると、いかに入力

効率を上げるかということと、各施設でこの

DBを使用することの付加価値が必要である。

今回開発した各疾患のDBは、入力項目を階層

化したことにより必須項目以外の入力を行う

ことで学会レベルの症例登録や症例追跡調査

研究要旨 

JNCDB に提供するデータを日常診療の中で医師の負担を増やすことなく集積するた

めに、がん症例データベースを開発し改良を加えた。集学的治療において複数の診療科

間でデータを交換する方法を開発し、最小の労力で JNCDBへのデータの提供を可能に

した。さらに、JNCDBそのものに関しては、日常診療における登録者の負担を極力減

らすために登録効率の向上を追求し、データベースの改良を行った。 
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など研究目的でも十分利用可能なDBと考え

られる。 

 今後の課題としては、電子カルテを導入し

ている施設において、診察効率を落とさずに

診療中に入力ができ、電子カルテにその内容

が取り込めるようなシステムを構築していき

たい。 

Ｅ． 結論 

 われわれが開発してきた乳癌に関するDBは

JNCDBとして、また各施設の疾患DBとして効

率的に入力できるものになった。 
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G．知的財産権の出願･登録状況 

   

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


